
別紙様式６

令和5年度

改善方策

10月 ２月

児童の学習意欲
（児童アンケートによる）
【肯定的評価：85％以上】

85% 87% 102 4

アンケート結果は目標値を達成している（保
護者アンケートの結果は66％）。既習の内容
を基に学習の見通しを立てたり，課題に取り
組んだりする児童の姿が多く見られるように
なってきた。

A

「児童が自ら問いをもって学ぶ」姿を求め
て，引き続き，研究授業や校内研修等を
通して，児童が意欲をもって授業に取り
組めるような手立てを考えていきたい。

児童の学力の定着状況
単元末テストの平均正答率
【国語　正答率80％以上】
【算数　正答率80％以上】
【理科　正答率80％以上】

85% 77% 91 2

全体的に見ると，算数科に課題が見ら
れる。基礎的な知識は身に付きつつあ
るものの，発展的な問題に関して苦手な
児童が多く見られる。また，正答率が低
い児童への手立てが必要である。

B

どの教科においても，条件を基に文
章を書くなどして，文章を読んだり
書いたりする活動を多く取り入れて
いきたい。また，グループでの交流
を通して，全児童が理解を深められ
るようにする。

読書活動の充実 図書活動の活用
読む力の向上
【読書冊数：
　　　　　一人年間20冊以上】

90% 97% 108 4

定期的に学級単位で図書室を活用したり，
長期休業前では全児童に宿題として読書を
設定したりすることで，図書室を積極的に利
用する児童が増えている。新刊の導入も読
書意欲を高めているようである。

A

・読書をすることで発想が豊かにな
る。多くの本を読んでいる児童もい
る。期待している。
・住民自治協議会より本の寄付を考
えている。より多くの児童に読んでも
らいたい。

学習につながる読書を推進するため，教
科書に登場する作者の本を紹介したり，
シリーズを読ませたりするなどしたい。ま
た，図書委員会の活動を，読書活動へと
つなげていく取組も仕組んでいきたい。

児童の自己評価（挨拶）
（児童アンケートによる）
【肯定的評価　90％以上】

90% 89% 99 3

自分から積極的に挨拶をしていると評価して
いる児童が多い。挨拶をされたら返す児童
は増えてきている。自ら積極的に挨拶をして
いく姿勢をもたせていきたい。

B

児童が企画した「あいさつプロジェクト」
を通して少しでも挨拶をしたいと思い，続
けていきたいと思えるような取組を継続
していきたい。

教師による評価（挨拶）
【肯定的評価　90％以上】

90% 71% 79 2

教師が求めている挨拶に達している児童が少な
い。また高学年になるにつれて挨拶を積極的に行
うことができていない。今後は挨拶を行うことでど
んな良いことがあるのか考えさせていく場面をもた
せていく必要がある。

B

委員会活動を通して，挨拶運動や挨拶プロ
ジェクトを行い，児童の意欲を高めていく。また
教師からの積極的な挨拶をしていく。引き続き
月2回の教師による挨拶運動を続けていく。

郷土に愛着と誇りをもつ
児童の育成

体験活動の充実
児童の自己評価（郷土愛）
（児童アンケートによる）
【肯定的評価　90％以上】

90% 96% 107 4

どの学年も肯定的に評価している。地域行事が可
能になり，地域の方々との交流を通して，高屋町
に誇りをもつ児童が増えてきているように感じる。
また総合的な学習の時間による郷土愛を育む活
動の成果であると考える。

A
・今後もこの取組を継続し
てほしい。

今後も地域の方の協力が必要なため事
前の打ち合わせや事後の振り返りを充
実させ，縦断的な学習になるように取り
組んでいく。

体育授業の工夫

児童の体力測定値
【令和４年度新体力テスト２項目
校内平均値以上】
（反復横とび，50m走）年間２回
測定

80% 42% 53 1

今年度のスタート時点では，令和４年度の平
均値より上回っているのは42%である。現
在，体育の授業の初めにストレッチやサー
キット運動に取り組んでいる。

B
現在の取組を継続して実施
し，年度末に向けて，柔軟性
や瞬発力をつけていきたい。

外遊び等の工夫
児童による外遊び週間の設
定

外遊び恒常児童
（児童アンケートおよび外遊び週
間における実施人数の集計）
【全学年　80％以上】

80% 59% 74 2

外遊びが習慣になっている児童とそうではな
い児童の二極化が見られる。11月のドッジ
ボール大会，12月の持久走大会，２月の縄
跳び大会と３回のクラスマッチを計画中であ
る。

A

計画されているクラスマッチの練習
が外に出るきっかけとなるよう，学
級のまとまりを大切にしながら練習
を盛り上げ，体力の向上を目指す。

規則正しい生活習慣の
意識化

生活の振り返り
（小中連携の取組の活用）

児童の自己評価（生活習慣）
（児童および保護者アンケー
トによる）
【肯定的評価　85％以上】

90% 90% 100 3

おおむね目標値に達成している。アン
ケートには表れていないが，高学年児
童の就寝時間が遅いことが課題であ
る。

A

・本校児童の携帯・スマホの普及率はど
のくらいだろうか。情報機器については，
これからの社会，知らなくてはいけないけ
れど，知りすぎてもいけない。上手に活用
できるように，家庭でも学校でもしていけ
るといい。

中学校区で行うスマイルチャ
レンジの取組と合わせて，各
自，生活習慣の振り返りをさ
せたい。

信
頼
さ
れ
る
学

校 4 安心・安全な学校づくり
地域・保護者とともに子
供の成長を見守る体制
の充実

学校だよりやホームページに
よる取組の発信

市民ポータルサイトの活用

保護者による評価
（保護者アンケートによる）
【肯定的評価　80％以上】

80% 91% 114 4

毎月定期に発行される学校だよりや，学年だより
に沿ったHPの更新は随時行っている。また，保護
者へアンケートの依頼や行事のお知らせ，変更の
お知らせ等を直接送ることができ，役立っていると
いう回答を得ることができていると考えられる。

A
・引き続き，情報発信に努
めていただきたい。

行事等の周知が漏れないよ
うに確実に知らせるとともに，
HPについての意見を問い，
よりよいものへとしていきた
い。

　

　

　

学校教育目標 より確かに　より豊かに　よりたくましく　伸びる 経営理念
学校力（組織力・教師力・間協力）を高め，これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成
を目指した教育活動を推進し，次代を担う「人づくり」を行う。

目標達成のための方策 評価項目
目
標
値

重
点

中期経営目標

学　校　評　価　表 （　中間評価　・　最終評価　） 東広島市立高屋西小学校

結果と課題の分析 評価

・今年度は挨拶に重点をおいて
取り組んでいるということだが，
朝見守りをしていて，一列歩行
も挨拶もあまりよくないと感じて
いる。今後の取組「あいさつの
木」に期待する。

コメント

評価計画 自己評価
学校関係者評価

（学校運営協議会による評価）

項
目

調和のとれた体力・運
動能力の育成

・昨年度から外遊びをする児童
は増加しない。まずは，前年比
10％増加等の目標値を設定し
てはどうか。

短期経営目標 改善方策

確
か
な
学
力

1 主体的に学ぶ児童の育成

わかる授業づくり 高屋西スタイルの徹底

達成値
達成度 評価

・落ち着いて授業を受けていた。ま
た，授業の中で意見交流をしていた
り，互いの意見についてよい点を伝
え合ったりしていたのがよかった。

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

　

豊
か
な
心

2
家庭・地域との連携による

豊かな心の育成

自らの生活を創る児童
の育成

東広島スタンダードの定着

健
や
か
な
体

3 健やかな体の育成

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）

達成値/目標値を百分率で表示


